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2022/8/25 医真会八尾総合病院 医療安全管理室 

職員の皆様へ：お読みになりましたら下記へサインをお願いします。院内ラウンド時に確認させていただきます。 

⚫ 患者確認実態調査アンケート結果報告 2021/12発行 

1.医療安全ニュース 12 期/5 号にて報告させていただきました上記報告「まとめ」の 

最初に、“「フルネームで確認する事」といったルールのみでは形骸化し易く、コス

メティック･コンプライアンス（表面上は実施しているが実態は機能していな

い）の温床になるとの報告もあります。”と記載されています。 

2. コスメティックとは美容的という意味ですが、続くコンプライアインスは法令遵守と和

訳されることが多い単語です。医療界では服薬遵守の意味でコンプライアンスが

使われることもあり、「あの患者さんコンプライアンスが悪いから注意して」などという

場面では、患者さんが医師の指示した薬剤を正しく服薬出来ない可能性がある

ことを指し注意を促すこともあります。  

⚫ ルールのみでは形骸化しやすい、とは？ 

1．例えば「ダブルチェックする」というルールが存在しスタッフはそれを遵守しなければ

ならない状況では、ダブルチェックを頼む方も頼まれた方も非依存的に独立して実

践する、という意識が大切です。「忙しいから」「時間がないので」などで、「ちょっと

目と耳貸して～」では正しくダブルチェックが実践されているとはいえませんが、ダブ

ルチェックしていますか？との問いには「できています」と答えてしまう可能性が高く

なります。ルールでなぜダブルチェックが必要と決められているのか？→ヒューマンエ

ラー（ヒトは誰でも間違える）を早期発見し事故に繋げない様にしなければ重

大事故が発生するかもしれないリスクのある作業だ、という全職員の共通認識が

必要です。表面上「できています」ではなく「本質を把握して実践する」ことが形

骸化を防ぐことになります。 

⚫ WAI とWAD 

1．心理学者 E.ホルナゲル教授他は医療の様な複雑系では日常業務を理解す

る上で、頭の中で考える仕事のやり方（WAI：work As Imagined）と実際

の仕事のやり方（WAD：Work As Done）ができるだけ近しいことが必要で

ありこれが乖離しているところで問題が発生しうる、と著しています。頭の中ではど

ういった手順で重要な作業を実施していくのかイメージできていても、実際の現場

では手順を省いて自分なりにやりやすくしたりすると WAI と WAD の乖離は大き

くなります。 

2．コスメティック・コンプライアンスが常態化している状況は、ある意味 WAI と

WAD の乖離が常態化している状況とも捉えられ、いつ重大事故が発生してもお

かしくない（医療現場ではあってはならない不安定な）状況ともいえます。 

3．表向きには“できてます”としていますが、本質が把握されておらず実態は“で

きていない”という、コスメティック・コンプライアンスにならない様、患者安全が

担保できる環境を全職員で醸成してまいりましょう。 

参考･引用 
1) E Hollnagel,J Braithwaite,RL Wears.Resilient Health Care, Volume 
2: The resilience of everyday clinical work-Ashgate.2015. 
2) 中島和江. レジリエンス・エンジニアリングの医療安全への応用.手術医
学.2015;36(3).p57-59. 

図：いらすとや HP より. 

 

 

 

 

医療安全管理部門会議 

医療安全管理室 

・お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。以下報告させていただきます。図配置の関係で文字が小さくなりすみません。 

・総数 287 名の職員から回答があり、現職員数からの回答率は 62.7%でした。 

 

・質問 1 経験年数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・質問 2 全ての医療行為に患者確認を行っていますか？ 

・79.4%、228 名、のスタッフは実施していると答えています。以下左のグラフ。 

・今回は「フルネーム」かどうかを尋ねていませんが、患者確認はフルネームを意識し照合することが必要です。 

・行っていない時がある、は 56 名(空白 2 名)で以下右のグラフの通りです。（文章末尾の数字は件数） 

・患者さんをよく知っていても、他の職員がしていても、自身で確認する事で患者さんも周囲も安心します。 

                                   ・質問 2-A 質問 2で「行っていない時がある」 を選択した方のみ その理由は？ 

 

  

 

 

  

 

 

 

・行っていない、を選択は 3 名でしたが 9 件の回答が入力されていました。 

・他の職員が確認（回答 4 名）していても、自身の業務で、自身で確認する事が推奨されます。他の職員が間違っていた、念

の為再度尋ねたところ取り違えが発覚した、という事象は報告されています。 

 

・質問 2-B 質問 2で「行っていない」 を選択した方のみ その理由は？ 

 

 

 

 

 

 

・9件の内、患者さんと顔見知りや時間的余裕がないとの回答が

62.8%にもなりますが、確認時間は数十秒とかかりません。 

・こういう場合はしなくてもいい、ではなくいつでも必ず患者確認を

すること。それで安全が担保できるのであれば医療従事者なら

ば実践するべきであるとされています。 

・習慣づけて実践する事で患者さんを守ることができます。そして

自分自身も守れます。 

チームで患者安全を担保します 


